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論理的思考力を育成する国語科授業づくり 
―読解の観点を用いた教材分析を活かして― 

 

  和歌山市立西脇小学校   

教諭 橋 爪 友 美  

 

【要旨】 

本研究では，子どもたちに論理的思考力を身に付けさせるための手立てとして，子

どもと教師の取組を対応させた「論理的思考力を育成するための国語科授業づくりプラ

ン」を考案し，それに沿った国語科授業づくりを提案する。 

教師が学習用語の定義と，読解の観点を用いた読み解き方をもとにした教材分析，

教材研究を行い，子どもたちの論理的思考を働かせる学習活動を設定した単元構想を

立てる。その結果，子どもたちは，学習用語と観点を用いて，教材文の中から一定の

情報を取り出すことができるようになった。さらに，取り出した情報を根拠として論

理的に考え，理由付けをしながら話し合い，より正当性のある答えを導き出そうとす

る過程において，自分の考えを再構築できるようになってきた。 

   

【キーワード】  
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教材分析ノートと教材研究ノートの作成         

 

１ テーマ設定の理由 
筆者は，文学的文章教材はイメージと感覚で捉えるものという印象を持っていた。また

筆者がこれまで行ってきた文学的文章教材の授業をふり返ると，学習用語といった基礎

的・基本的な知識や，情報の取り出し方・整理の仕方などの読解のための手順を充分に教

えられておらず，子どもたちが論理的思考力を効果的に働かせる場面を，意図的に設定で

きていなかった。  

平成23年に国立教育政策研究所が出した「全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果

から今後の取組が期待される内容のまとめ～児童生徒への学習指導の改善・充実に向けて

～」では，小学校国語科の課題として以下の５点（※１）が挙げられている。 

 １「話すこと・聞くこと」における課題 

  司会の役割を果たしたり，立場や根拠を明確にしたりして話し合うこと 

 ２「書くこと」における課題 

  調べて分かった事実に対する自分の考えを，理由や根拠を明確にして書くこと 

 ３－①「読むこと」における課題 

  物語に登場する人物についての描写や心情，人物相互の関係を捉えること 

 ３－②「読むこと」における課題 

  目的に応じて必要となる情報を取り出し，それらを関連付けて読むこと 

 ４〔言語事項〕における課題 

  複数の内容を含む文を分析的・統合的に理解すること  

これらは，その後の調査結果でも課題となっている。その課題を解決するためには，

３領域１事項それぞれの学習において，論理的に思考する活動が必要であると考える。本

研究ではその中でも，筆者の授業実践における課題である文学的文章を用いた「読むこと」

の領域において，論理的思考力を育成する授業づくりを追究する。 

 

２ 研究の内容 

平成16年文化審議会答申「これからの時代に求められる国語力について」では，論理的

思考力とは，「言語情報に含まれる『事実』や『根拠の明確でない推測』などを正確に見

極め，さらに，内在している論理や構造などを的確に捉えていける能力であり，自分や相
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 表１ 論理的思考力を育成するための国語科授業づくりプラン 

 

手の置かれている状況を的確に捉える能力」であると述べている。また，「知覚（五感）

を通して入ってくる非言語情報を言語化する能力，また，相手や場面に応じた分かりやす

く筋の通った発言や文章を組み立てていける力」であることを述べ，これらの「分析力」

と「論理構築力」を含む力が論理的思考力であると述べている。  

このような論理的思考力を子どもたちに身に付けさせるためには，表１－①のような５

つのステップが必要であると考え，これに沿って授業づくりに取り組むこととする。 表１

－②③には，①の５つのステップを順に身に付けさせていくための授業づくりのステップ

と，授業づくりの具体的手立てを相関して見ることができるように併記している。 

 

 

（１）学習用語の系統表の作成 

表１のステップ１では，子どもたちが，学習用語とその定義がわかることを目的とする。

そのためには，教師が系統立てた学習用語についての指導を行い，用語の定義を共通理解

させる必要がある。子どもたちに確実に習得させるためには，教師間においても学習用語

の定義を共通理解しておかなければならないと考える。そのため，各学年の各教材でおさ

える学習用語の定義を教師間で話し合い，系統表（表２）を作成し，指導を行うことが必要

である。学習用語の定義を共通理解することで，子どもたちは共通の土俵での思考が可能

となり，教師の発問を共通認識することができるようになる。そして，根拠のある答えの

中から，より正当性のある答えを導き出すことができるようになると考える。  

 

（２）読解の観点を用いた教材分析と教材研究 

 ステップ２では，子どもたちが教材文を分析的に読む方法がわかることを目的とする。

教材文の特徴や仕組みを読み解くためには，どのようなところに着目して読めばよいのか

を理解させる必要がある。そのためには，まず，教師自身が教材文の持つ特徴や仕組みを

 子ども 教師 

 ①「論理的思考力」が身に付く５つの 

ステップ 

②論理的思考力を身に付けさせる

ための授業づくりのステップ 

③授業づくりの具体的手立て  

ステップ１ 学習用語とその定義がわかる  学習用語（定義を含む）を教える  学習用語の系統表の作成 

ステップ２ 
教材文を分析的に読む方法がわかる 教材文の読み解き方（方法）を教

える 

読解の観点を用いた教材分析 

（教材分析ノートの作成）  

ステップ３ 
教材文から必要な情報（根拠）を的確に

取り出すことができる 

読解の観点をもとに，教材文の特

徴や仕組みを読み解く 

教材分析を活かした単元構想  

（教材研究ノートの作成）  

ステップ４ 
根拠を示し，理由付けをして自分の考え

を話すことができる 

自分の考えを話す場面をつくる  明確な根拠をもとに答えられる  

発問づくり 

ステップ５ 
他者の考えを聞き，自分の考えと比較・

検討し，考えを深めることができる 

他者の考えを聞き，自分の考えを

再構築する場面をつくる 

話し合いの場の設定 

表２ 文学的文章教材における学習用語 系統表の一部（西脇小モデル） 

 

 学年 教材名 学習用語

※( )内の学年と教材名は、
「学習の手引き」に、その用
語についての記載がある学年

学習用語の定義

一年

「おおきなかぶ」

「たぬきの糸車」

①登場人物（二年「ふきのとう」）

②語り手（三年「モチモチの木」）

③地の文、会話文
(三年「モチモチの木」)

④設定

①作品の場面に登場してくる人物。人のように話したり、動いたり、自分の意思で行動する人物（動物な
ども含む）。中心人物に対して意思が働いている。

②読者に対して物語を語る、物語内の存在（人物等）であり、地の文を語る話者の役割を果たす。

③地の文は、会話以外の部分。会話文は「」のついている部分。登場人物の心情や考えが直接読み取れる。

④その作品の時、場所、人物のこと。「いつ」「どこで」「だれが」

二年

「お手紙」 ⑤中心人物

⑥対人物

⑦あらすじ
(二年「わたしはおねえさん」)

⑧変容（大きく変わったところ）
（五年「なまえつけてよ」）

⑤物語の冒頭と結末で考えや心情、行動が大きく変わる登場人物。語り手が作品の中で寄り添っている
人物。

⑥中心人物に対して重要な役割や特別な人物関係（影響力のある人物）をもつ人物や動物。

⑦物語のストーリーのあらまし。話の主要な流れのこと。話の大体の内容を指す場合によく使われる。
例：「中心人物が～することによって、～する（になる）話」

⑧場面の様子の移り変わりとともに変わる人物の心情の変化のこと。
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図１ 教材分析ノートと教材研究ノートの型 

図１ 教材分析ノートと教材研究ノートの型 

捉え，その教材の学習を通して子ど

もたちにどのような力を付けさせる

のか，授業をどのように組み立てる

のか等について検討しなければなら

ない。本研究では，教材分析とは，

教材の特徴や仕組みを捉えること，

教材研究とは，教材分析で捉えた教

材の特徴や仕組みを活かし，子ども

たちにどのような力を付けさせるの

か，授業をどのように組み立てるの

か等を検討することとする。 

ア 教材分析ノート 

教材分析は，白石（2015）が提唱

する「物語の10の観点」（図１の教

材分析ノート内に示す）を用いて行

う。その際，どの教材でも使えるよ

うに，図１のような教材分析の型を

作成した。取り出した情報と，それ

をもとに見えてきた特徴や仕組みを

教材分析ノートにまとめていく。10

項目の観点のうち，全体を見通す観

点として，観点⑤と⑩を用いる。こ

の白石の「物語の10の観点」は，子

どもたちが教材文を読み解いていく観点として授業で用いる。 

イ 教材研究ノート  

教材分析から見えてきた教材文の特徴を単元構想に活かせるよう，教材分析ノートの下

に教材研究ノート（図１）を作る。見開きにしたページとすることで，単元を見通した課題

に対する答えを導くまでの過程が視覚的に捉えられるようになると考える。  

「単元を見通した課題」とは，その教材の学習を通して子どもたちに考えさせたいこと，

つまり，学習のねらいと直結する課題である。その課題解決へと近づいていくために，お

さえなければならない３つの段階を考え，「課題解決１，２，３」に書く。そして，課題

を解決する過程で捉えた主題を「課題解決から主題へ」にまとめる。このような教材研究

ノートを作成することで，教師が授業を論理的に展開していく見通しが持てると同時に，

子どもたちに考えさせていく流れがつかみやすくなる。  

ウ 「単元を見通した課題」の設定 

 教材分析を重ねていく中で，「なぜ～だろう」と疑問に思った部分の多くは，作品の主

題に係わっており，単元構想の柱となる。文学的文章教材では，中心人物の変容のきっか

けや中心人物のこだわり等から，課題を設定する。例えば，第３学年教材「三年とうげ」

の場合，冒頭場面では，三年とうげで転ぶのが怖かったおじいさんが，最後には自ら三年

とうげで何度も転ぶようになる。そこで，「おじいさんは本当に変わったのか」という疑

問を，単元を見通した課題として設定し，その課題解決を目指した単元構想を立てる。   

（３）発問づくり 

子どもたちが，教材文の中から必要な情報を的確に取り出すことができる段階をステッ

プ３，根拠を示し，既有知識や経験にもとづく理由付けをして自分の考えを話すことがで

きる段階をステップ４とする。「物語の10の観点」では，取り出した情報がそのまま答え

になる場合もあれば，取り出した情報を，目的に応じて組み合わせることで答えがうまれ

る場合もある。  

（１），（２）で述べた指導を行うことで，教師の発問に対し，子どもたちは教材文の言

葉や文章，学習用語の定義などを根拠とし，論理的に考えることができるようになると考

える。しかし，発問が精選されていなければ，論理的に思考させることは難しい。そこで，

「答え」を探求する過程で論理的思考力が高まるように仕組まれた発問こそ優れた発問だ
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表３ 優れた発問の５ヶ条 
（福嶋 2011）（※２） 

図２ 考えを書くための型 

ア．授業の目標に沿った発問  
 
イ．子どもの常識を揺さぶる  

逆説的な発問  
 

ウ．既習の技術の活用の場が  
生まれる発問  
 

エ．教師が「解」を持ちうる  
発問  
 

オ．言葉に根拠を置いて客観的
に判断し得る発問  

と主張する福嶋（2011）の，「優れた発問の５ヶ条」（表

３）を参考にし，子どもたちが考えの根拠を示しながら

理由を説明できるような発問づくりに取り組む。例えば，

「登場人物は誰ですか」という発問に対して，「○○です」

と答えるところで終わってしまえば，ただ情報を取り出

しただけとなるが，その後，「どうして○○は登場人物な

のですか」と問えば，そこに理由を考えるという論理的

思考力を働かせることができる。これは，福嶋の「オ．

言葉に根拠を置いて客観的に判断し得る発問」として考

えたものである。また，中心人物の変容を捉えさせた上

で，「はじめの言い伝えはなくなったのですか」という，

「イ．子どもの常識を揺さぶる逆説的な発問」をするこ

とで，物語の主題について論理的に迫ることも可能とな

ってくる。このような発問づくりに取り組み，子どもたちの反応を想定しながら発問検討

を行う。 

（４）話し合いの場の設定 

 ステップ５では，子どもたちが他者の考えを聞き，自

分の考えと比較・検討し，思考を深めることを目的とす

る。そのため，教師は話し合いの場を意図的に設定する。

なお，前段階のステップ３，４においても，学習用語の

定義や叙述に立ち返り，明確な根拠を示しながら話し合

うという活動を多く取り入れ，学習用語や観点の定義を

定着させる必要がある。  

話し合いの中で自分の考えを述べる際には，根拠（図

２のア）と理由（図２のイ）の両方を挙げさせる。佐藤

（2013）は，文章を読むということは，情報（文章）を

入力し，それを各自の既有知識や既有経験にアクセスし，

仮説的推論をする営みであると述べ，そうすることで何  

らかの解釈を導く過程のことを「推論過程」としている。また，このような「推論過程」

を鍛えるためには，解釈の根拠を本文に探らせ，その理由を既有知識や既有経験にアクセ

スさせて考えさせるという仕組みが有効だと主張している。 

そこで，本研究では，自分の思考過程を整理させるため，「推論過程」をノートに書か

せる。その際，考えを書くための型（図２）を子どもたちに示した。思考過程を可視化す

ることにより，筋道立った考えを練り上げることができると考える。そうして整理した自

分の考えを他者と話し合い，より正当性のある答えはどれかを考える過程でこそ，論理的

に思考する力が高まると考える。  

 

３ 所属校における提案授業 

 平成27年11月9日から11月20日にかけて，所属校の第３学年３学級を対象に，単元「三年

とうげ」（光村図書『国語三』）において論理的思考力を身に付けさせるための提案授業を

実施した。分析の方法については，「授業のあとで，今日学んだことについて説明できる」

など，図５に示す６項目について事前と事後に４件法で問うとともに，自由記述を設定し

た。なお，その回答を数値化した結果も，図５に示す。授業の概要は次の通りである。 

 

・学習用語の定義の定着を図りながら，「物語の10の観点」を用いた読解を行った。 

・「三年とうげ」で習得した力を活用する場面として，世界の民話を１つ選び，読み取った

民話の特徴を友だちに紹介するという言語活動を設定した。 

  

学習計画を表４に，言語活動における成果物の型を図３に示す。 
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図５ 事前・事後アンケート集計結果 
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４ 研究の成果と課題 

（１）成果 

論理的思考力を育成する授業

づくりを実践した効果について，

提案授業の前後に行ったアンケ

ート集計と成果物，授業者の見取

りから表１にある５つのステッ

プごとに述べる。 

ステップ１については，共通し

た学習用語の定義を子どもたち

が持つことにより，共通の土俵で

議論ができるようになった。アン

ケートの「用語の意味がわかると，

登場人物とかもわかりやすいから

楽しい」という自由記述からも，

学習用語を学ぶことの有用性が

わかる。また，何の疑いもなく用

いていた学習用語であるが，教師

間でさえ，その定義について共有

する機会を持ってこなかった。系

統表を作成し，共有しておくこと

で，担任が替わっても子どもたち

が戸惑うことなく学習に向かえ

ると考える。 

ステップ２については，まず，

教師が詳細な教材分析を行い，教

材研究ノートに単元構想をまと

めることにより，子どもたちに指

導する内容が明確になった。その

ため，子どもたちは，教材が持つ

特徴や仕組みにも着目し，読み進

めることができるようになってきた。アンケートの「読むポイントを教えてもらったので，

お話をくわしく読めるようになった」という自由記述から，今までとは違う視点を持って

作品を読めるようになったことが見て取れる。 

ステップ３については，観点を持って教材文を読むことにより，どの子どもも，選ん

だ世界の民話についての一定の情報を集めることができるようになってきた。また，子

どもの成果物（図４の★の部分）に，「しっぱいしても，それからアイデアをうかばせ

て，人をたすけることができる」（『とらとおじいさん』より）や「なんどもあきらめ

ずにちょうせんしたら，何があってもせいこうできる」（『ほしになったりゅうのきば』

より）というような作品の主題に迫る記述も見られた。 

時 学習活動 

１ 単元の見通しを持つ 

２ 情報を取り出す【観点①②】 

３ 情報を取り出す【観点③④】 

４ 
中心人物の変容のわけを考える【観点⑥】 

教材文のあらすじを一文で書き表す【観点⑩】 

５ 作者が伝えたかったことを考える【観点⑧⑨】 

６ 「世界おもしろ発見カード」（図３）を完成させる 

７・８ 
選んだ世界の民話の特徴を紹介し合う 

自分の考えと比べながら感じたことを書く 

表４ 学習計画表 

お
話
の
設
定 

（
時
・
場
所
・
登
場
人
物
・

中
心
人
物
） 

【
観
点
①
②
】 

   

あ
ら
す
じ 

（
一
文
で
書
く
） 

【
観
点
③
④
⑥
⑩
】 

作
者
が
伝
え
た
か
っ
た
こ
と

(

主
題)

・
お
も
し
ろ
か
っ
た 

と
こ
ろ 

【
観
点
⑧
⑨
他
】 

図３ 言語活動における成果物の型 
「世界おもしろ発見カード」 

 
 

 
お
話
の
設
定 

（
時
・
場
所
・
登
場
人
物
・

中
心
人
物
） 

【
観
点
①
②
】 

   

あ
ら
す
じ 

（
一
文
で
書
く
） 

【
観
点
③
④
⑥
⑩
】 

作
者
が
伝
え
た
か
っ
た
こ
と

(

主
題)

・
お
も
し
ろ
か
っ
た 

と
こ
ろ 

【
観
点
⑧
⑨
他
】 
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ステップ４では，授業者の「おじいさんは，どうして元気になったのですか」という発

問に対して次のような子どもの発言があった。  

Ａ児「a57 ページに『もう，わしの病気はなおった。百年も二百年も長生きができるわい。』

と書いてあって， b 自分で元気になったと認めているし，普通だったら百年も二百

年も生きられるはずがないのに，それだけ長生きできるって言ってるくらいだから，
c おじいさんは三年とうげでいっぱい転んだから，元気になったと思います。」 

Ａ児は，授業者の発問に対し，根拠（下線部 a），理由（下線部 b），主張（下線部 c）とい

う流れで論理的に自分の考えを述べることができている。  

ステップ５では，図５の④「自分の考えを発表しやすい」の項目が 3.1 ポイントとな

り，事前より 0.8 ポイントも数値の上昇が見られた。これは，根拠が明確になったこと

により，自分の考えを発表しようという意欲につながったと考える。実際の授業では，

「三年とうげの登場人物は誰ですか」という発問に対し，次のようなやりとりが見られた。 

Ａ児「お医者をよぶやら，薬を飲ませるやら，おばあさんはつきっきりで看病しましたと

いうところから，おばあさんは登場人物だと思います。」 

Ｂ児「でも，おばあさんは，動いているけど話していないから，違います。」 

Ｃ児「いや，おばあさんは，おじいさんのために心配して動いているから，登場人物だと

思います。」 

全員「あ，そっかあ。」 

Ａ児は，自分の考えの根拠となる叙述を挙げて意見を述べている。Ｂ児とＣ児は，学習

用語の定義を根拠とし，反論をしている。全員が共通理解できている用語の定義というも

のがあるからこそ議論となり，その結果，答えを導き出すことができたことがわかる。こ

のように，用語の定義のどの部分を考えの根拠として示し，理由を説明するかということ

を考える過程において，論理的思考力が鍛えられる。また，そのような他者の考えを聞き，

どの答えに，より正当性があるかということを吟味する過程においても論理的思考が働い

ているといえる。 

（２）課題 

 今回の研究を具現化した提案授業において，課題も見えた。自分の考えを書くための型

（図２）に沿ってアの部分には根拠を，イの部分には理由を記入させ，思考を整理させよう

と仕組んたが，図２のアの部分だけを書いたり，アとイに同じ情報を書き出したりしてい

る子どもが目立った。学習用語や観点の定義を学習することにより，情報を取り出す力は

身に付いてきたものの，その情報を根拠とした理由を考えることに課題があるといえる。

これらの課題を解決するためには，まず，根拠と理由の明確な違いを理解させる必要があ

る。次に，ノートに考えを整理させる際には，どのようなことを理由として書けばよいの

かが具体的にわかるような補助発問や指示等をしていくことも必要である。そうすること

で，取り出した情報をもとに，子どもたちが自分の既有知識や既有経験に立ち返りながら，

根拠と理由を結び付けて自分の考えを論理的に構築することができると考える。  

 

５ 研究のまとめ 

４の項で示したような成果から，表１の５つのステップを経ていけば，論理的思考力が

身に付いていくといえる。図５に示した事前・事後アンケートのどの項目においても事後

の方のポイントが上昇していることから，論理的思考力を身に付けさせる授業づくりは，

児童の学習意欲を高めることにも寄与したと考えられる。 

所属校での提案授業の後，参観者から「算数みたいな国語の授業だった」との声を聞く

ことができた。イメージや感覚で考えさせていた国語の授業から，明確な根拠をもとに論

理的に答えを導く授業に一歩近づいたからだと考える。  

今後は，学習用語や観点を用いた読解方法の定着を図り，学校全体で系統立てた指導を

行うことで，さらなる論理的思考力を子どもたちに身に付けさせていきたい。そして，習

得させた力を他教材，他教科，生活の場面においても生きて働く力となるよう，活用の場

を意図的に設定していきたい。 
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学
年

 
 
教
材
名

 
学
習
用
語

 
 

※
( 
)内

の
学
年
と
教
材
名
は
、「

学
習
の
手
引

き
」
に
、
そ
の
用
語
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ

る
学
年

 

 
学
習
用
語
の
定
義

 

 

 

 

一
年

 

「
お
お
き
な
か
ぶ
」

 

    「
た
ぬ
き
の
糸
車
」

 

①
登
場
人
物
（
二
年
「
ふ
き
の
と
う
」
）

 

  ②
語
り
手
（
三
年
「
モ
チ
モ
チ
の
木
」
）

 

 ③
地
の
文
、
会
話
文

(三
年
「
モ
チ
モ
チ
の
木
」

) 

 ④
設
定

 

①
作
品
の
場
面
に
登
場
し
て
く
る
人
物
。
人
の
よ
う
に
話
し
た
り
、
動
い
た
り
、
自
分
の
意
思
で
行
動
す
る
人
物
（
動
物
な
ど
も
含
む
）
。
中
心
人
物
に

 

対
し
て
意
思
が
働
い
て
い
る
。

 

 ②
読
者
に
対
し
て
物
語
を
語
る
、
物
語
内
の
存
在
（
人
物
等
）
で
あ
り
、
地
の
文
を
語
る
話
者
の
役
割
を
果
た
す
。

 

 ③
地
の
文
は
、
会
話
以
外
の
部
分
。
会
話
文
は
「
」
の
つ
い
て
い
る
部
分
。
登
場
人
物
の
心
情
や
考
え
が
直
接
読
み
取
れ
る
。

 

 ④
そ
の
作
品
の
時
、
場
所
、
人
物
の
こ
と
。
「
い
つ
」
「
ど
こ
で
」
「
だ
れ
が
」

 

  

 

二
年

 

「
お
手
紙
」

 
⑤
中
心
人
物

 

 ⑥
対
人
物

 

 ⑦
あ
ら
す
じ

(二
年
「
わ
た
し
は
お
ね
え
さ
ん
」

) 

  ⑧
変
容
（
大
き
く
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
）
（
五
年
「
な
ま
え
つ

け
て
よ
」
）

 

⑤
物
語
の
冒
頭
と
結
末
で
考
え
や
心
情
、
行
動
が
大
き
く
変
わ
る
登
場
人
物
。
語
り
手
が
作
品
の
中
で
寄
り
添
っ
て
い
る
人
物
。
 

 ⑥
中
心
人
物
に
対
し
て
重
要
な
役
割
や
特
別
な
人
物
関
係
（
影
響
力
の
あ
る
人
物
）
を
も
つ
人
物
や
動
物
。

 

 ⑦
物
語
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
あ
ら
ま
し
。
話
の
主
要
な
流
れ
の
こ
と
。
話
の
大
体
の
内
容
を
指
す
場
合
に
よ
く
使
わ
れ
る
。

 

例
：
「
中
心
人
物
が
～
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
～
す
る
（
に
な
る
）
話
」

 

 ⑧
場
面
の
様
子
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
変
わ
る
人
物
の
心
情
の
変
化
の
こ
と
。

 

  

 

   

三
年

 

「
き
つ
つ
き
の
商
売
」

 

  「
も
う
す
ぐ
雨
に
」

 

     「
三
年
と
う
げ
」

 

⑨
場
面
（
三
年
「
き
つ
つ
き
の
商
売
」
）

 

  ⑩
事
件
（
出
来
事
）

(三
年
「
も
う
す
ぐ
雨
に
」

) 

  ⑪
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

 

  ⑫
基
本
構
成
（
三
年
「
も
う
す
ぐ
雨
に
」
）

 

 ⑬
主
題

 

⑨
事
件
（
出
来
事
）
が
起
き
て
い
る
そ
の
場
の
様
子
。
場
面
を
区
切
る
時
は
、
「
時
間
（
季
節
な
ど
）
の
推
移
」
（
い
つ
）
、
「
場
所
の
移
動
」
（
ど
こ
）
、
 

「
行
動
の
展
開
」
（
だ
れ
が
ど
う
し
た
）
、
「
心
情
の
変
化
」
な
ど
が
目
安
に
な
る
。
 

 ⑩
物
語
の
中
で
起
き
た
こ
と
。
い
く
つ
か
の
「
事
件
」
が
つ
な
が
っ
て
物
語
に
な
る
。
何
か
変
化
が
起
き
る
の
で
「
事
件
」
と
い
う
。

 

小
さ
な
変
化
が
つ
な
が
っ
て
中
心
人
物
の
大
き
な
変
容
に
つ
な
が
る
。

 

 ⑪
一
つ
の
作
品
世
界
の
中
に
、
現
実
と
非
現
実
の
二
つ
の
世
界
が
存
在
し
て
い
る
物
語
の
こ
と
。
中
心
人
物
が
非
現
実
世
界
に
触
れ
る
こ
と
で
内
面
世
界
を

変
容
さ
せ
る
。
現
実
と
非
現
実
の
行
き
来
に
は
ス
イ
ッ
チ
が
必
要
。
非
現
実
世
界
の
入
口
と
出
口
と
な
る
も
の
（
出
来
事
な
ど
）
が
あ
る
。

 

 ⑫
「
は
じ
め
・
中
・
お
わ
り
」
、
「
起
承
転
結
」
、
「
冒
頭
・
発
端
・
山
場
の
始
ま
り
・
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
・
結
末
・
終
わ
り
」

 

 ⑬
作
品
の
中
に
あ
る
作
者
の
思
想
内
容
。
作
品
を
通
し
て
筆
者
が
伝
え
た
い
こ
と
。
 

・
作
品
全
体
に
わ
た
っ
て
、
繰
り
返
し
出
て
く
る
事
柄
や
言
葉
を
見
つ
け
る
。
た
い
て
い
の
場
合
、
中
心
人
物
が
こ
だ
わ
り
続
け
た
も
の
、
あ
る
い
は
こ
だ

わ
り
始
め
た
も
の
は
ど
ん
な
も
の
か
を
捉
え
る
。
 

・
価
値
づ
け
る
。
中
心
人
物
が
こ
だ
わ
り
続
け
た
も
の
や
、
こ
だ
わ
り
始
め
た
も
の
に
、
そ
れ
な
り
の
価
値
を
付
加
す
る
。
 

 

 

 四
年

 

「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」

 
⑭
視
点

 

 ⑮
情
景
（
五
年
「
大
造
じ
い
さ
ん
と
ガ
ン
」
）

 

 ⑯
山
場
（
五
年
「
一
ま
い
の
写
真
か
ら
」
）

 

 ⑰
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

 

⑭
登
場
人
物
に
寄
り
添
っ
て
、
物
語
を
語
り
、
展
開
す
る
語
り
手
の
立
ち
位
置
の
こ
と
。
 

 ⑮
心
情
と
景
色
が
一
体
に
な
っ
た
も
の
。
１
．
場
の
様
子
（
風
景
）
を
表
す

 
２
．
登
場
人
物
の
心
情
を
表
す
（
心
を
象
徴
す
る
）
の
２
つ
の
意
味
が
あ
る
。 

 ⑯
物
語
の
四
つ
の
部
（
冒
頭
・
展
開
・
山
場
・
結
末
）
の
中
で
、
最
も
緊
迫
し
た
部
分
。

 

 ⑰
山
場
の
中
の
最
高
潮
の
点
と
し
て
存
在
し
、
物
語
に
お
い
て
、
感
想
や
緊
張
が
最
も
高
ま
る
部
分
。
中
心
人
物
の
心
情
や
様
子
が
、
一
番
大
き
く
変
容
 

し
た
と
こ
ろ
で
、
主
題
が
最
も
強
く
表
れ
て
い
る
。
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教
材
研
究
ノ
ー
ト 

ノ
ー
ト
見
開
き
１
ペ
ー
ジ 

巻
末
資
料
２ 

「
三
年
と
う
げ
」 

教
材
分
析
ノ
ー
ト 


